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２価の新型コロナワクチンは１価より死亡率を下げる
新型コロナワクチンには、デルタ株対応の１価と、オミクロン株にも対応した２価のワクチンがあります。米疾
病対策センター（ＣＤＣ）の週報であるＭＭＷＲ（Morbidity and Mortality Weekly Report）2023年2月10日号に掲
載された論文によると、２価ワクチンの追加接種が従来型の１価ワクチンよりもBA.4/BA.5による死亡リスクを
減らしたと報告しました。以下、その概要についてご紹介します。
https://www.cdc.gov/mmwr/volumes/72/wr/mm7206a3.htm?_fsi=VyeUmFii

医薬品に関する有効性や安全性の情報については下記薬局の薬剤師までお気軽にお問い合
わせください。
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米国では、2022年9月1日に、新型コロナワクチンの接種歴がある12歳以上の人に2価ワクチンの追加
接種を推奨しました。レポートでは、それまで接種されていた1価ワクチンと2価ワクチンの効果を評価
するために、各期間で優勢であった変異株に基づいて、デルタ株（2021年10月3日～12月18日）、オミク
ロン株BA.1（2021年12月19日～2022年3月19日）、BA.2（3月20日～6月25日）、BA.4/BA.5前期（6月26
日～9月17日）、BA.4/BA5後期（9月18日～12月24日）のそれぞれについて、12歳以上のワクチン非接
種者と接種者の感染率と死亡率を推定したことが報告されました。
その結果、ワクチンを接種していない人のCOVID-19の死亡率と感染率は、2価のワクチンを接種した
人よりも高い結果となりました（死亡率の相対リスク：14.1、感染の相対リスク：2.8）。高齢者では、ワク
チン未接種者の死亡率は、2価ブースター接種を受けた人よりも有意に高い結果となりました（65～79
歳の相対リスク：23.7、80歳以上の相対リスク：10.3）。
BA.4/BA.5後期における2価ワクチンの追加接種の2週間後から2ヶ月後の人では、死亡率の相対リス
クは15.2で、ワクチンの有効性は93％と推定されたとのことです。なお、今回の分析には、自然感染と、
接種記録にはないワクチン追加接種の影響は考慮されていません。
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